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６． 道路計画 

6.1 マスタープラン道路プロジェクト 

最大交通網のプロジェクトの個別評価結果に基づいて、

以下のものがマスタープランを構成するプロジェクトとして

選択された。これらを基本交通網に加えたものがマスター

プラン・ネットワークである。 

 IMM によって計画されている幹線道路プロジェクト。既

成市街地のトンネル道路を含む。 

 KGM によって計画されている新しい東西縦貫高速道路 

 既存高速道路の部分的拡幅 

 Silivri や Tuzla の新しい都市核＇サブ・センター（内の新

道建設 

 Kucukcekmece や Buyukcekmece の新しく開発される住

宅地区内の新道建設 

 

6.2 既存市街地の幹線道路プロジェクト 

図 6.2.1 は基本交通網に属する 91 個の既定プロジェクト

である。すべて既成市街地に位置しており、郊外部には

プロジェクトはない。コストでみて大規模なプロジェクトに

は以下のものがある。 

 CBD 周辺のトンネル・プロジェクト＇6.4 参照（ 

 Kucukcekmece の单北幹線道路＇C33（  

 Istasyon St.と Kayabasi を連絡する道路で詳細設計が

完了。 

 ボスポラス道路トンネル＇B09（ 

 Eminonu にある Kennedy St.とアジア側の Uskudaｒの

D-100 とを連絡する乗用車専用の 4 車線トンネル。DLH

によって BOT 方式で進められている案件で、入札が完

了した。コンセッション期間は 13 年、建設期間 3 年をオ

ファーしたコンスーシアムが受注した。 

 Sile Highway の Umraniye Junction 接続道路のリハビリ

＇A13（ 

 Zeytenburnu-Bakirkoy-Kennedy St. リハビリ＇D07（ 

 D-100 の Harem-Kartal 間改良＇D14（ 

この他に、122 か所の交差点改良プロジェクトがあり、うち

73 プロジェクトが議会で承認済みの既定プロジェクトであ

る。交差点付近の車線の追加、導流島の設置やチャンネ

リゼーション、形状補正といった小規模なものから、立体

交差化のプロジェクトもある。 

図 6.2.2 はマスタープランのプロジェクトのうち既成市街地

内にあるものである。主なプロジェクトは次の通りである。 

 東西縦貫高速道路＇6.3 参照（ 

 Umraniye トンネル道路＇6.4 参照（ 

 Bahcesehir の新市街地幹線道路＇6.5 参照（ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Kucukcekmece 单北幹線道路＇RD049（ 

Ambarli 港と Logistic センターを結ぶ産業道路 

 アジア側の TEM 拡幅改良事業 

アジア側の TEM は現在 6 車線であるが、これを 10 車線

に拡幅 

図 6.2.1 基本交通網の道路プロジェクト 

図 6.2.2 マスタープランの道路プロジェクト 

            短期プロジェ クト (     - 2013)
            中期プロジェ クト (2014 - 2018)
            長期プロジェ クト (2019 - 2024)
            2023年以降
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6.3 東西縦貫高速道路 

ｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙは東西 100km に及ぶ線形都市になるので、東

西方向の交通需要が卓越して、TEM と D-100 の 2 本では

対応できなくなる。そこで第 3 の東西高速道路が検討され

た。図 6.3.1 は KGM が旧来検討を続けてきた 7 本の代替

ルートである。2005 年に JBIC が行った架橋調査によれ

ば、7 本のうちルート 2 とルート 5 が総合的に優れており、

両者を精査した結果、需要、経済、財務の諸点でルート 2

が優れてはいるものの、用地収用に困難があり、ルート 5

の方が実現性が高いとされた。また、ルート 5 は北部地区

の開発に資することも選択の理由とされた。 

しかし、IMM の土地利用計画では北部地区＇黒海沿岸地

区の一部を除く（は環境保護の観点から開発を全面禁止

としているのでルート 5 は妥当ではない。たとえ選択が可

能であっても、ルート 5 は北に寄りすぎていて利用者に大

回りを強いるので望ましくない。特にこのﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝでは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   

 Study for Construction of New Bosporus Crossing, May 

2005, JBIC 

 

第 3 橋を道路と鉄道の併用橋として計画しているので、既

存の第 2 橋以北では路線設定が困難である。 以上の理

由から、ルート 2 を選択して需要予測と評価を行った。 

2023 年の交通量は図 6.3.2 のようになり、日交通量は

80,000－100,000pcu であり、6 車線高速道路の容量に迫

っている。これが建設されないと TEM や D-100 は容量を

超える混雑を免れない。 

経済評価の結果は欧州側全体で IRR が 45%,、ﾎﾞｽﾎﾟﾗｽ架

橋区間が 19%、アジア側区間全体で 39%である。また、

Silivri-Gebze 全体で 38%となり、いずれの区間も高い経済

的ﾘﾀｰﾝを期待させる。ここで、架橋区間は橋梁コストを鉄

道と折半で負担している。もしも道路卖独橋として建設す

るとこの区間の IRR は 15%に低下するが、依然ﾌｨｰｼﾞﾌﾞﾙと

判断される。 
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図 6.3.1 東西縦貫高速道路の代替ルート 

ﾎﾞｽﾎﾟﾗｽ第 3 橋の道路橋部分を財務的に

評価すると、通行料金を乗用車に対して片

道2 米ドルの課金で IRR は5%、4 ドルで 12%

となり、PPP ｽｷｰﾑの下で実行可能である

ことを示唆している。料金設定については

TDM の項で述べる混雑税の課金問題と一

体的に検討すべきである。 

この区間は欧州側とアジア側で高速道路と

鉄道の両方が開通したのちに建設される

べきであるので、2019－2023 の長期のﾌﾟﾛ

ｼﾞｪｸﾄに予定している。ﾎﾞｽﾎﾟﾗｽ海峡は世

界有数の景勝地であり、架橋については、

用地問題、環境問題、交通政策問題で賛

否両論の議論が多い。決定前に十分な調

査、研究、広報を通じてｺﾝｾﾝｻｽの形成に

努めなければならない。 

 

 

 

 100 50 (000pcu/day) 

 
New Transversal Expressway 
Existing Expressway 

図 6.3.2 東西縦貫高速道路の提案ルートの交通量 
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6.4 都市トンネル道路 

今後の都市内道路整備の柱の一つに、地下ﾄﾝﾈﾙ道路が

ある。既成市街地では用地の取得がきわめて困難なため、

幹線道路の新設はほとんど不可能である。高架道路を建

設する空間も手当できない場合が多く、どうしても必要な

道路は遂に地下にﾄﾝﾈﾙ形式で建設することになった。 

パリ、東京、カイロなど世界の大都市でもﾄﾝﾈﾙ道路の建

設事例が増えてきた。丘陵部の多いｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙでは丘で

隔たった谷と谷をﾄﾝﾈﾙで結ぶという発想は自然である。

現在、Piyalepasa-Dolmabahche 間 1.4km のﾄﾝﾈﾙを建設

中であり、他に 6 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが入札中、2 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが設計中

であり、近い将来、ﾄﾝﾈﾙ道路は珍しくなくなる。これら以

外に、Kennedy 道路とｱｼﾞｱ側の Harem とをﾎﾞｽﾎﾟﾗｽ海峡

海底ﾄﾝﾈﾙで結ぶﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが近く BOT でｽﾀｰﾄする予定に

なっている。 

表 6.4.1 道路トンネルプロジェクト 

 Code Name 

基
本
交
通
網 

A09 
Kagithane - Piyalepasa - Dolmabahce (Inonu Stadium) 
Tunnel 

B04 Dolmabahce - Fulya Tunnel 

B05 Fulya - Levazim Sitesi Tunnel 

B06 Levazim Sitesi - Akatlar Tunnel 

B07 Sanyer Merkez -Cayirbasi Tunnel 

B08 Zinciridere - Levazim Tunnel 

B09 Bosporus Road Tunnel Crossing 

C26 Kagithane - Piyalepasa Tunnel Project 

C28 Eyup(Silahtaraga) - GOP cd. Tunnel,  

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン 

RD001 Tophane - Iplikci Tunnel 

RD008 Beylerbeyi - Harem Tunnel 

RD009 Beylerbeyi - Hekimbasi Tunnel 

RD010 Kadikoy - Moda Tunnel 

RD011 Tophane - Haskoy Tunnel 

RD015 Derbent Haciosman Tunnel Project 

RD016 Armutlualti - Poligon Mah. Tunnel Project 

RD017 Armutlualti - Ayazaga Tunnel Project 

RD018 Kuyumcu Kent - Otogar - Eyup Tunnel Project 

RD049 New Truck Route for Ambarli Port - Logistic Center 

RD050 E-W Missing Linkage in Gungoren (tunnel) 

RD051 N-S Missing Link in Bahcelievler (tunnel) 

RD052 
Connection Tunnel between Bosna Bulvari and 
Hatboyu St (tunnel) 

RD054 
Connection Road between New Motorway and Uskudar 
Tunnel (50% tunnel) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝにも 13 個のﾄﾝﾈﾙ・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが含まれている。

構想中最長 14km の Kuyumcu Kent-Otogar-Eyup ﾄﾝﾈﾙ

はｺｽﾄが 3.3 億米ドルと高いため 2023 年以降に繰り越しと

した。このように長い都市ﾄﾝﾈﾙは換気装置や退避坑など

の環境設備と安全施設に万全をつくさなければならない。

ﾄﾝﾈﾙ内の交通事故による火災は大惨事につながるから

である。耐震設計にも十分配慮しなければならない。ﾄﾝﾈ

ﾙ内の運転規則や非常時の心得についての教育も重要

である。これらの意味でも、長大ﾄﾝﾈﾙの建設は比較的短

いﾄﾝﾈﾙを数多く経験し、技術を蓄えるとともに、市民も道

路ﾄﾝﾈﾙに慣れた頃に実施するのが良いであろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京山手トンネル 

首都高速道路内環状線の西側区間は用地手当てが困難な

ため、地下 30m のﾄﾝﾈﾙ道路で建設することになった。総延

長 11km のうち 7km が供用中である。 

2ｋｍ間隔に地上 45m の換気タワーを設け、強力ファンで地

上 100m にまで排気ガスを噴き上げて拡散する。フィルターを

通すので、年間 6 万トンの CO2、70 万トンの NOX、4 万トンの

SMP を除去できると推定されている。 

 
 

 
 
出所：東京首都高速道路公団 

     

基本道路網プロジェクト
マスタープランプロジェクト
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図 6.4.1 トンネル道路プロジェクト 
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6.5 新市街化地区の街路整備 

市街地にどのくらいの幹線道路が必要であるかは都市の

形状や交通量によって異なるが、通常の都市では 1.0-2.0

ｋｍの間隔で配置されている。したがって、道路密度は

1-3km/ km2、一般道路をすべて含めて 10-20 km/km2 が

普通である。 

B.Cekmece 以西のﾏﾙﾏﾗ海沿岸地域では、現在の人口

密度はｿﾞｰﾝによって 1-30 人/ｈａと低く、したがって幹線道

路も尐ないが、2023 年にはこの地域の人口は 250 万人を

超えると計画されている。その結果人口密度は平均で 60

人を超え、ｻﾌﾞｾﾝﾀｰが計画されているｿﾞｰﾝでは 100-120

人となる。この地域に 1.0-2.0km で幹線道路を配置すると

なると、必要となる道路量は膨大になる。 

図 6.5.1 は大よそ必要になる道路量を例示したものである。

実際に新都市の道路網を計画する際には、ｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙの

特別開発地区について開発案を公募しているように、衆

知を集めて魅力ある都市造りをすべきであるが、ここでは

地形に沿った形で格子状の道路網を構成している。 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの評価やｽｹｼﾞｭｰﾘﾝｸﾞの便宜上、道路ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを

地区ごとに束ねてﾊﾟｯｹｰｼﾞとして扱っている。5 地区の総

延長は 350km になり、その総建設費は 36.2 憶米ドルと推

計される。 

表 6.5.1 新市街化地区の幹線街路プロジェクト 

No. 地区名 延長(km) ｺｽﾄ＇百万米ドル（ 

RD032 Buyukcekmece 40.46 495.6 
RD033 East Selivri 66.30 842.0 
RD034 West Selivri 74.57 827.2 
RD035 Gumusyaka 91.85 844.6 
RD037 Tuzla 58.51 477.7 
RD047 Bahcesehir 17.50 135.8 

Total 349.19 3622.9 

 

整備の時期は早いほどよい。都市化が進めば進むほど、

道路用地が手当しにくくなる。早急に都市計画を立案して、

道路、鉄道、公園などの公共用地を確保しなければなら

ない。既成市街地内の新道整備の手法に「新道の建設と

用地を都市計画決定」して、その用地内で新たな建築を

認めないまま既存の建造物が老朽化するのを待って道路

を建設する方法があるが、この場合のように新たな市街

地開発には適さない。道路や鉄道のインフラを先行的に

整備しない限り、ｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙの増加人口をこの地区に誘致

できないからである。誘致できないと、既成市街地は過密

になり、都市の拡大は外延的にしか起こらず、ｻﾌﾞｾﾝﾀｰ

は形成されない。すなわち、多核分散を狙った土地利用

計画は画餅に帰す。 

Bahcesehir 地区の幹線道路は特に急がれる。この地区で

は既に集合住宅の建設が目覚ましい勢いで進んでいる

からである。建設中のﾒﾄﾛ Bagcilar-Ikitelli-Olimpiyat Koyu

線が開通すればこの地区への人口流入はさらに加速さ

れるであろう。この地区には最終的に 80 万人が居住する

ことになるので、中期(2014-2018)に東西縦貫高速道路を

完成させる必要がある。 

 

 

先行的に道路を整備する必要があるが、350km に及ぶ幹

線道路を短期間で実現することはできない。開発計画の

立案と開発の仕組み造りに数年はかかるであろうが、で

き次第、短期＇2009-13（の間にその他の地区の道路整備

も開始しなければ、中期に完成することはできなくなる。 

西部のﾏﾙﾏﾗ海沿岸地域が都市化すれば、現在の地価

は 25 倍以上に値上がりする。その結果、固定資産税の

増収も見込めるが、福祉・教育・医療などへの歳出も増加

する。可能であれば土地の値上がり益を先取りして交通

投資の財源にすることができれば好都合である。 

IMM 自身が道路や公園以外の土地を買収し、値上がりを

待って宅地や住宅を分譲して利益をあげるわけにはいか

ない。そこで交通インフラと住宅ビルや業務ビルの開発・

販売を一体的に行う非営利事業体である「西部地区開発

事業団」の設立を提言する。土地の値上がり益を内部化

できるｼｽﾃﾑが可能ならば、ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝの実現には財務上

の制約条件はなくなるであろう。開発事業のﾉｳﾊｳが必要

であるならば、事業団への民間資本の参入を図れば良い。

事業団の設立に法律の制定が必要ならば、20 年位の時

限立法でも良いであろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ａ（Buyukcekmece – Silivri – Gumusyaka 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b) Bahcesehir Area              C) Tuzla Area 

図 6.5.1 新市街化地域の街路プロジェクト 
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７． 鉄道計画 

7.1 基本交通網の鉄道プロジェクト 

ｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙの軌道系は多様である。地下鉄１路線＇8.5km（、

ﾗｲﾄ・ﾒﾄﾛ１路線＇19.3km（、路面電車 3 路線＇32km（、ﾉｽﾀﾙ

ｼﾞｯｸ・ﾄﾗﾑ 2 路線＇4.2ｋｍ（、近郊鉄道 2 路線＇72km（、ﾌﾆｸ

ﾗｰﾙ 2 路線＇1.2km（、ﾃﾚﾌｪﾘｸ 2 本＇0.7km（、合計 138km が

2008 年 8 月現在営業中である。しかし、朝のﾋﾟｰｸ需要に

耐える大量/中量輸送機関と言えるのは地下鉄と LRT の

2 路線のみで、他は観光需要、局地需要のための歴史的

な施設である。輸送実績でも軌道系は未だ 4-5%に止まっ

ており、ﾊﾞｽ・ｻｰﾋﾞｽが 50%以上のｼｪｱを担っており公共交

通の主役である。 

建設中の路線も含めて、既定計画路線は 16 本あり 2015

年頃までに一斉に開通する予定になっている。ｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙ

の都市鉄道は揺籃期を終えて、本格的な鉄道時代に突

入する観がある。図7.1.1で赤線は2013年までに、緑線は

2018 年までに竣工する路線である。 

最大のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ Marmaray＇C-7（はﾄﾙｺ国鉄＇TCDD（の路

線を使った近郊鉄道であるが Yeniｋapi-Sirkeci を地下で

ｼｮｰﾄｶｯﾄして、そのままﾎﾞｽﾎﾟﾗｽの沈埋ﾄﾝﾈﾙに入り新しい

Uskudaｒ地下駅に繋がる欧州とｱｼﾞｱを結ぶ初めての鉄道

である。2013 年開通を目指している。 

表 7.1.1 基本交通網の鉄道ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.2 マスタープランの鉄道プロジェクト 

既定の 16 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに加えて、ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝでは 21 路線の鉄

道ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを検討し、提案している＇表 7.2.1、図 5.5.1（。総

延長 300ｋｍを超えるので、これらがすべて完成すると、

既存と基本交通網のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを合わせて 693ｋｍとなる。 

21 件中メトロが 12 件あり、総延長 196ｋｍ、総コスト 122

億米ドルでいずれも全体の 2/3 を占めている。投資額で

みて大型案件が多い。2 件のﾗｲﾄ・ﾒﾄﾛはどちらも既存のﾗ

ｲﾄ・ﾒﾄﾛ空港線の延長であり、3 件の近郊鉄道線はﾏﾙﾏﾗｲ

線の延伸もしくは支線である。3 件のﾓﾉﾚｰﾙ路線はﾛｰｶﾙ

な需要に対応する近距離輸送ｼｽﾃﾑである。 

RL-010 と RL-013 は需要も他のﾒﾄﾛ線ほどは多くを見込

めないので、中量輸送機関で運営コストの安いＡＧＴ＇Ａｕｔ

omated Guided Transit System（またはﾘﾆｱﾓｰﾀｰ・ﾒﾄﾛを

提案する。これら 2 路線はﾎﾞｽﾎﾟﾗｽ海峡の欧州側、ｱｼﾞｱ

側の沿岸をﾏﾙﾏﾗ海から黒海に向かって北上する路線で

あり、相対的にﾌﾟﾗｲｵﾘﾃｨが低いので、2030 年完成を予定

している。それまでの技術革新でより適した交通機関が

開発される可能性がある。 

RL-005、RL-017、RL-018 は Marmaray に次いで、欧州と

アジアを結ぶ第 2 の鉄道になる。2021-22 年の開業を予

定するが、そのためには 2011 年から準備に入り、2013 年

に着工しなければならない。 

表 7.2.1 ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝの鉄道ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コード 種類 
延長 

(km) 
開通年 

総コスト 

(百万米ドル) 

C-1 Metro 5.2 2013 330 

C-2 Tram 3.0 2008 12 

C-3 Metro 21.7 2013 787 

C-4 Metro 8.0 2013 267 

C-5 Light Metro 5.6 2010 87 

C-6 Metro 15.9 2010 194 

C-7 
Suburban 
Railway 

76.5 2013 3,000 

C-8 Light Metro 0.7 2013 30 

T-1 Light Metro 19.0 2015 1,195 

T-2 Light Metro 25.0 2016 1,325 

D-1 Metro 9.0 2015 548 

D-2 Metro 25.0 2019 1,790 

D-3 Metro 7.0 2017 481 

D-4 Tram 9.6 2015 243 

D-5 Metro 14.3 2018 1,130 

D-6 Monorail 5.8 2015 250 

合計 251.3 - 11,669 

 

コード 種類 
延長 

(km) 
開通年 

総コスト 
(百万米ドル) 

RL-001 Light Metro 7.5 2018 494 

RL-002 Metro 12.0 2022 1,197 

RL-003 Metro 14.0 2022 1,225 

RL-004 Metro 18.1 2022 1,261 

RL-005 Metro 19.5 2022 1,187 

RL-006 Monorail 3.0 2021 94 

RL-007 Monorail 7.7 2023 242 

RL-008 Metro 2.7 2019 193 

RL-009 Monorail 8.6 2030 248 

RL-010 AGT/LIM Metro 14.1 2030 787 

RL-011 Metro 10.5 2030 1,197 

RL-012-1 Suburban Railway 15.8 2019 651 

RL-012-2 Suburban Railway 10.0 2023 668 

RL-013 AGT/LIM Metro 15.0 2030 881 

RL-014 Metro 13.0 2030 932 

RL-015 Suburban Railway 2.5 2028 160 

RL-017 Metro 8.9 2021 816 

RL-018 Metro 9.8 2021 776 

RL-019 Metro 36.8 2024 2,365 

RL-020 Light Metro 1.0 2019 66 

RL-021-1 Metro 18.9 2023 990 

RL-021-2 Metro 30.0 2029 1,210 

RL-022 Suburban Railway 20.4 2021 536 

合計 299.5 - 18,176 18,176 

 

図 7.1.1 基本交通網の鉄道ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

基本交通網
            短期 2009-2013
            中期・2014-2018
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7.3 鉄道の需要 

鉄道は路線延長とともに需要の著しい伸びを示す。現在

では 1 日の総需要 1．7 億人・ｷﾛ中、5%にすぎないが 2023

年までには 11 倍の 1.1 憶人・ｷﾛに増加し、ｼｪｱも 28%に拡

大する＇図 7.3.1（。しかし、この増加は主としてﾊﾞｽからの

転換需要であり、次いで「ｻｰﾋﾞｽ＇事業所や学校のﾊﾞｽ（」

からの転換である。乗用車からの転換旅客は僅か数％で

あり、鉄道のﾈｯﾄﾜｰｸ拡大は直接的に乗用車交通の減尐

につながる訳ではない。政策的に乗用車から鉄道へのﾓ

ｰﾀﾞﾙ・ｼﾌﾄを助長する方策が必要である。 

図 7.3.2 に中期と長気の最終年の鉄道旅客流動を示す。

この 5 年間に欧州側の郊外部、ｱｼﾞｱ側の全体にわたって

鉄道網の拡充が進む様子が見て取れる。最も需要が多

いのは Kucukcekmece 以西の Marmaray 延伸部と Silivri

線、および Marmaray の沿岸部であり、60-80 万人が 1 日

に利用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.4 鉄道ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの優先順位と投資ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

鉄道事業を公共投資で行うならば、その目的の第一義は

「公益」すなわち社会的利益であろう。この観点から個々

のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの経済評価を行って、経済的内部収益率

＇E-IRR（を求め優先順位の判断基準とした。社会的便益

は評価対象ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄによってもたらされる自動車をはじめ

とするすべての交通手段の運行ｺｽﾄの節減と、人々の移

動時間の節減である。 

E-IRR の高い順にﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを並べ、コストの累積曲線を描

くと図 7.4.1 の如くになる。社会的利益を重んずるならば、

E-IRR が高いﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを優先して、ｸﾞﾞﾗﾌの左方にあるﾌﾟﾛ

ｼﾞｪｸﾄから順にﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝに入れて行き、ｺｽﾄの累積額が

可能投資額に達したらそこで選択を止めることになる。こ

のようにして第一段階の優先順位づけがおこなわれた。 
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図 7.4.1 E-IRR と累積コスト 

次いで、経済性以外の評価基準として、以下の

項目を考慮した。 

 交通混雑緩和への寄与 

 輸送力向上への寄与 

 財務的な収益性 

 環境への影響 

 その他ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ固有の事情 

各評価項目の評価点を合計して、その大きさに

よって、E-IRR によるﾌﾟﾗｲｵﾘﾃｨを見直し、必要

に応じて順位を入れ替え、その最終結果に基

づいて、短期・中期・長期ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを定めた。結

果は巻末の付録に示されている。 

21 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ中、2 件が 2 つのﾌｪｰｽﾞに分けられ

たので 23 件となった。うち 4 件は中期に竣工を

予定し、12 件が長期、7 件は 2023 年以降の竣

工に計画された。 
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図 7.3.1 鉄道需要の増大 
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図 7.3.2 ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ鉄道網の交通量 

2018 年 

凡例 
(千人／日) 
800   400 

2023 年 
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7.5 車両費と維持運営費 

(1) 列車編成 

鉄道のｼｽﾃﾑによって車両ｻｲｽﾞと列車編成は多様

であるが、この調査では表 7.5.1 を想定した。 

表 7.5.1 列車編成と容量 

ｼｽﾃﾑ 
車長 

(m) 

容量 

(人/量) 

列車編成

(車両) 

列車容量

＇人（ 

郊外鉄道 20 220 4-10 880-2200 

ﾒﾄﾛ 20 220 4-10 880-2200 

ﾗｲﾄ・ﾒﾄﾛ 20 220 4-6 880-1320 

ﾄﾗﾑ 30 340 2-3 680-1020 

ﾓﾉﾚｰﾙ＇普通（ 15 170 4 680 

ﾓﾉﾚｰﾙ＇小型（ 10 70 4 280 

 

(2) 車両費 

鉄道の総建設費は 338 億米ﾄﾞﾙの巨費にのぼる。うち 52

億米ﾄﾞﾙは車両費である。この車両費は開業後も増強と

更新を図っていく必要がある。車両卖価はﾒﾄﾛ、ﾗｲﾄ・ﾒﾄﾛ、 

ﾄﾗﾑ、近郊鉄道には 170 万米ﾄﾞﾙ、AGT とﾓﾉﾚｰﾙには 150

万米ﾄﾞﾙをそれぞれ想定した。表 7.5.2 に期別の必要車両

費を示す。 

表 7.5.2 必要車両数と車両費 

期間 車両数 ｺｽﾄ(百万米ﾄﾞﾙ（ 

短期(2009-13) 807 1,363 

中期(2014-18) 974 1,655 

長期(2019-23) 1,274 2,155 

合計 3,055 5,173 

 

(3) 維持運営費 

維持運営費は人件費とそれ例外の経費に分けて、次のよ

うに卖純化した。表 7.5.3 に卖価と卖位雇用数を示す。 

 人件費＝雇用数 ｘ 平均給与 

 雇用数＝Ｓｇ x 路線延長 + Ｓｓ x 駅数 + 

            Ｓｏ ｘ (1 日当たり 1000 車両ｷﾛ) 

 人件費以外の経費＝E x 営業車両ｷﾛ 

     ここで Ｅ： 人件費以外の車両キロ当たり経費 

 Ｓｇ，Ｓｓ，Ｓｏ：一般管理者、駅員、その 

 他の卖位雇用数 

表 7.5.3 O&M 卖価と卖位雇用数 

ｼｽﾃﾑ 

職員数 人件費以

外の経費 一般職員 駅員 その他職員 

路線 

ｷﾛ当り 

駅 

当り 

1000 車両

ｷﾛ当り 

車両 

ｷﾛ当り 

ﾒﾄﾛ 3.0 10.0 6.7 3.34 

ﾄﾗﾑ 3.0 8.3 25.0 13.6 
郊外電車 3.0 9.9 3.4 2.07 

ﾓﾉﾚｰﾙ 3.0 3.4 7.2 2.85 

 

 

上記に基づいて、ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝの 21 路線の維持運営費を推

計すると、2023 年には年間 17.0 億米ﾄﾞﾙとなる。うち人件

費が 23%を占める。職員数は約 13,000 人近くに達しよう。 

7.6 運行計画と乗換駅の整備 

(1) ﾀﾞｲﾔ編成 

一般にﾋﾟｰｸ時の運転時隔は 4-5 分、ｵﾌﾋﾟｰｸには 7.5-15

分間隔の運行を想定した。将来、Marmaray はﾋﾟｰｸ時には

2 分間隔の運行をせまられるようになろう。都市内の鉄道

は駅間 0.8-1.5km で評定速度 30-40km の運行を標準とす

る。しかし、Marmaray の急行運転は時速 45km、Silivri 近

郊線の急行運転では時速 55km が目標となろう。 

(2) 相互乗り入れ 

Silivri-B, Cekmece 間の旅客を都心まで以下に早く輸送す

るかが鉄道の課題の一つになる。異なる鉄道相互の乗り

入れ運行が有効な手段である。Silivri からの急行運転を

Sisli 線に乗り入れて Kabatas までｽﾙｰで運行することを検

討すべきである。同様に、Silivri－Bakirkoy のｽﾙｰ運行も

重要になる。 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.6.1 Silivri-都心乗り入れ運行 

 

(3) 乗換駅の整備 

異なる鉄道線間の乗り換え抵抗を如何に減尐させるかが、

鉄道への集客の鍵である。切符の共通化と並んで、上記

の相互乗り入れが最終的な解決策であるが、これができ

ない場合、ホームを並列または上下に配置して、乗り換え

の便を図らなければならない。図 7.6.2 の赤丸は乗り換え

駅であり、大きな赤丸駅は客数が多く、特に配慮が必要

である。 
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図 7.6.2 鉄道乗り換え駅 
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7.7 ボスポラス・クロッシング＇鉄道（ 

現在の 2 道路橋にﾏﾙﾏﾗｲ鉄道と自動車ﾄﾝﾈﾙが加わって

も、2023 年の需要に応えるには容量不足であり、現在よ

り多くの旅客がﾌｪﾘｰ･ｻｰﾋﾞｽに頼らざるを得ないことにな

る。そこで欧州とｱｼﾞｱとを結ぶ第 2 の鉄道を検討した。位

置は既存２橋の間であり、ﾎﾞｽﾎﾟﾗｽ海峡を渡る手段として

橋梁とﾄﾝﾈﾙを検討した。欧州側で接続の対象になるのは、

Seyrantepe－Kazlicesme ﾒﾄﾛ線(P2-1)であるが、ｱｼﾞｱ

側では、Umraniye－Bostanci 線(P1-3)と Sogutlucesme 

–Bahcelievler 線＇PP-2（の 2 線があるので、渡海峡手段

と対象路線で 4 つ代替案ができる＇図 7.7.1（。代替案 1 と

2 は橋梁、3 と 4 はﾄﾝﾈﾙ案で、代替案 1 と 3 は P1-3 に連

絡、2 と 4 は PP-2 に連絡する。 

ﾄﾝﾈﾙの場合は海峡部分で水面下 110ｍ(海峡の最大水

深は推定 90ｍ)まで下がらなければならないので、橋梁の

位置よりも大きく北へ迂回する必要がある。また、海峡を

含む 19km 区間では深度が大きいため駅を設けることが

できないのでﾄﾝﾈﾙ案では駅数が尐なくなる。 

評価結果を要約すると表 7.7.1 の如くになる。ｺｽﾄは代替

案の区間だけの建設費である。橋梁の場合には道路との 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 7.7.1 代替案の評価 

代替案 
費用 

10 億米ドル 

需要 内部収益率(%) 

2023 年 経済 財務 

Alt-1 3.44 13,580 16.3 11.9 

Alt-2 2.78 10,849  24.7 12.7 

Alt-3 3.30 11,135  12.0 11.3 

Alt-4 2.69 8,896  19.7 11.6 

注：需要の卖位は 1000 人-km である。 

併用橋になるので、鉄道橋にはｺｽﾄを半額計上してある。

それでもなお、橋梁のｺｽﾄはﾄﾝﾈﾙと同程度である。需要

は橋梁の方が海峡近くまで駅を設けられるので、ﾄﾝﾈﾙよ

りも 20%近く多い。 

ｱｼﾞｱ側に渡ってから接続する路線を比較すると、P1-3 の

方が PP-2 よりも需要は 25%多いものの、ｺｽﾄも 23%高い。

PP-2 の沿線はすでに市街化されているが、P1-3 はこれ

から人口が増加する地区を通っている。この結果、開通

当初の経済便益や収入は代替案 2 と 4 の方が高くなり、

IRR に大きな差が生じる。経済、財務のいずれも IRR は代

替案の 2 が最も高く、特に経済評価では代替案 2 の優位

性は顕著である。この結果に基づいて代替案 2＇橋梁で

PP-2 に接続（をﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝに組み入れる。 
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P2-1 : Seyrantepe - Zeytinburnu Metro

PP-2 : Bahcelievler - Sogutlucesme Metro

P1-3 : Umraniye – Bostanci Metro

PP-1 : Under-Sea Tunnel Route

PP-1 : 3rd Bosporus Bridge Route

P2-1 + PP-1(Tunnel) + PP-2Alternative 4

P2-1 + PP-1(Tunnel) + P1-3Alternative 3

P2-1 + PP-1(Bridge) + PP-2Alternative 2

P2-1 + PP-1(Bridge) + P1-3Alternative 1
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図 7.7.1 ﾎﾞｽﾎﾟﾗｽ・ｸﾛｯｼﾝｸﾞの代替案 

 
 

 
           (1) Single-Deck Girder                    (2) Double-Deck Girder 

図 7.7.2 併用橋の横断設計＇参考（ 

併用橋は横断面が大きくなり美観を損ねると言う

主張がある。図 7.7.2 に参考までに 2 種類の併用

橋の標準断面を示す。世界に長大併用橋の事例

も多いので、それらを参考にしつつ、ﾎﾞｽﾎﾟﾗｽの景

観美を損なわないで、逆に一層引き立てるような

ﾃﾞｻﾞｲﾝを研究すべきである。 
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８． 道路系公共交通計画 

8.1 バスの再編成 

ｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙでは現在のﾊﾞｽ・ｻｰﾋﾞｽは約 1000 本のﾊﾞｽ・ﾙｰ

ﾄと 500 本のﾐﾆ・ﾊﾞｽ・ﾙｰﾄによって構成されている。非常に

数が多いので、任意の 2 地点を移動する場合、1-2 回の

乗り換えで＇2-3 路線の利用で（足りる。反面、待ち時間が

長い上に、路線が複雑で分かりにくい。 

今後、鉄道のような高速・大量輸送機関の時代にはいる

と、ﾊﾞｽ・ｻｰﾋﾞｽは否応なしに変革を求められる。鉄道と並

行して走るﾊﾞｽは、鉄道には競合できない。これは最近の

ﾒﾄﾛ・ﾊﾞｽの導入によって 200 本以上の在来ﾊﾞｽの路線が

撤廃されたのを見ても明らかである。 

普通ﾊﾞｽの変革の方向には、(1)長距離路線を廃して、鉄

道駅をﾍﾞｰｽとする短距離ﾌｨｰﾀﾞｰ・ｻｰﾋﾞｽに切り替える、

(2)立ち席なしのﾌﾟﾚﾐｱﾑ・ﾊﾞｽや深夜ﾊﾞｽなどｻｰﾋﾞｽを多様

化する、の二つの戦略が考えられるが、大多数は(1)に向

かうことになろう。 

公共交通網の進化を図式的に描くと図 8.1.1 のようになる。

現状は＇ａ（と(b)の中間であるが、鉄道やﾒﾄﾛ・ﾊﾞｽが幹線

ｻｰﾋﾞｽを提供するようになり、幹線―ﾌｨｰﾀﾞｰ・ﾊﾞｽ網に変

化していくことになる。その際に、適者生存に向かって自

由放任政策をとるのではなく、市営と民営の間に行政が

立って、弱者の痛みが最も尐ない形で、計画的に円滑に

ﾊﾞｽ網の変革が行われることが望ましい。 

 

 

 

 

 

 

8.2 メトロバスのネットワーク 

Ｉ Ｅ Ｔ Ｔ は 2007 年 9 月 に ﾒ ﾄ ﾛ ・ ﾊ ﾞ ｽ の 最 初 の 区 間

Avcilar-Topukapi 間 19.5km(図 8.2.1 の区間１)の営業を開

始し、さらに 2008 年 9 月に Topukapi-Zincirlikuyu 間

10.5km＇同区間 2（へ延伸した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

IETT は引き続き区間 3 の工事に着手して、ﾎﾞｽﾎﾟﾗｽ橋＇第

１橋（を渡り Kadikoy 近くの Sogutlucesme まで延伸する事

業を進めている。 

ﾒﾄﾛ・ﾊﾞｽは往復 6 車線の高速道路 D-100 を 8 車線に拡幅

して中央 2 車線をバス専用車線として、2 両連接ﾊﾞｽ＇当初

計画は 3 両連接ﾊﾞｽ（を走らせるﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄである。図 8.2.2

はﾒﾄﾛ・ﾊﾞｽの写真であり、左は停留所に止まっている旧

車両、右は新車両である。 

 

 

 

 

 

 

Ｄ－１００は TEM と並んでｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙで最も重要な東西高

速道路でありﾋﾟｰｸ時の渋滞はひどい。そこを渋滞なく走

れるのであるから利用者の人気は高く、第１区間の利用

者は開業当初は 1 日 6-7 万人であったが 1 年後には 25

万人を超えている。 

約 200 人の定員の車両にﾋﾟｰｸ時には 30 秒間隔で運行す

るので、断面輸送力は片方向 12 万人/時となり、ﾗｲﾄ・ﾒﾄﾛ

並みの容量を持っている。既存の高速道路敷を利用する

ので、建設費は１ｋｍ当たり約 800 万米ﾄﾞﾙで、地下鉄の

15%、ﾗｲﾄ・ﾒﾄﾛ高架部の 20%程度である。したがって経済

性も高い。 

ｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙは沿岸部以外は平坦部に乏しく、丘陵地が多

いので鉄道建設は勾配の制約を受けるが、その点、ﾒﾄﾛ

ﾊﾞｽは勾配に強いのでｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙに適している。 

問題は高速道路の中央分離帯にあたる部分に停留所が

あるので、旅客にとってｱｸｾｽが不便な点である。輸送力

は卖路部ではなく、停留所が先にﾈｯｸになるであろう。ま

た、停留所で他の交通機関が整備されていないので乗継

ぎの便が悪い。 
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図 8.1.1 バス網の進化 

Fragmented network      Coordinated network   Trunk-feeder line network 

図 8.2.2 メトロ・バスの営業風景 
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図 8.2.1 メトロ・バス網の拡充 
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8.3 ﾒﾄﾛ･ﾊﾞｽ延伸のﾌﾟﾚ・ﾌｨｰｼﾞﾋﾞﾘﾃｨ・ｽﾀﾃﾞｨ 

ｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙにとって鉄道網の建設が最重要課題であるが、

鉄道網が充実するには長い時間がかかる。その間、ﾒﾄﾛ･

ﾊﾞｽは恰好な中継ぎﾌﾟﾚｲﾔｰとなる。たとえば、Silivri に都

市鉄道が達するには今から10年以上を要するが、この間、

ﾒﾄﾛ・ﾊﾞｽでｻｰﾋﾞｽしておいて、鉄道が完成した段階で大量

旅客輸送の役割を鉄道と交代して、高速道路の 2 車線を

一般自動車に開放すると、これによって鉄道の経済・財務

の評価が改善されるとともに、道路交通にも大きな便益を

もたらすであろう。 

図 8.2.1 に示した路線網の区間 1-3 は既定路線である。そ

れ以外の区間 4-10 のそれぞれの事業化可能性について

予備的な検討をした。 

(1) 旅客数 

2023 年の 1 日当たりの旅客数はﾈｯﾄﾜｰｸ全体で 222 万人

である。ただし、ここでは複数の区間を通して乗る旅客は、

最初に乗った駅と最後に降りた駅でしかかぞえていない。

均一料金下ではこの旅客数に運賃を乗じたものが総運賃

収入であり、これを各路線の総輸送人・km の比率で配分

した。 

(2) プロジェクト・コスト 

既設の 2 区間と計画中の第 3 区間の費用は 1km 当たり

800 万米ﾄﾞﾙである。どの区間も高速道路の存在を前提に

しているので、大きな違いはないであろう。既定 3 区間を

除いた 4-10 の 7 区間の総工費は延長 125km で 10 億米

ﾄﾞﾙと積算される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 経済評価 

ﾒﾄﾛ・ﾊﾞｽがもたらす社会的便益＇車両走行ｺｽﾄと旅行時間

ｺｽﾄの節減(savingｓ)（とﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの経済ｺｽﾄ＇ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを実

現するために費やした財と労働力の価値（を対比して内

部収益率＇IRR（と純現在価値(NPV)を推計した。 

表 8.3.1 に見るとおり、7 区間全体では IRR が 100%、NPV

が 84.1 憶米ﾄﾞﾙと極めて高い。これはﾒﾄﾛ・ﾊﾞｽが低ｺｽﾄで

鉄道に近い高度なｻｰﾋﾞｽを提供することが 1 つの理由で

あるが、今一つは、「“Without ケース”で基本交通網が完

成した後は新たなﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは何も実施されない」という仮

定をしているため、ﾒﾄﾛ・ﾊﾞｽが延伸されない場合には交通

状態が非常に悪化しているからでもある。 

(4) 財務評価 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ・ｺｽﾄとO&Mを運賃収入とを対比させて財務評価

を行った。IRR は第 4 区間＇Aksaray－Mamutbey（以外は

12%を超えており、財務的に一応、ﾌｨｰｼﾞﾌﾞﾙと判断され

る。 

しかし、ﾒﾄﾛ・ﾊﾞｽの旅客はﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄにとって純増の旅客で

はなく、殆どが在来ﾊﾞｽからの転換旅客である。したがっ

て、一方で在来ﾊﾞｽの収入減があるので、IETT 全体として

みれば、財務的には成立しえないﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄと言える。 

(5) 環境影響評価 

検討の結果、ﾒﾄﾛ・ﾊﾞｽの導入は自然環境からみても、社

会環境からみても、ﾏｲﾅｽの影響を及ぼすことはないと判

断された。建設期間中も開業後も同様である。ﾄﾙｺの環境

関連法規では、本件は IEE を必要としないｶﾃｺﾞﾘｰに属し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No 区間 
延長
(km) 

コスト 利用客 経済評価 財務評価 

百万米ﾄﾞﾙ 千人/日 IRR (%) NPV IRR (%) NPV 

1 Avcilar - Topkapi 19.5 150.0 147 

- - - - 2 Topkapi - Zincirlikuyu 10.5 100.0 72 

3 Zincirlikuyu - Sogutlucesme 9.5 80.0 371 

4 Aksaray - Mamutbey 21.9 175.2 96 
85.5  4,009.3 

1.2 -98.8 

5 Mamutbey - Hadimkoy 17.1 136.8 466 17.4 52.1 

6 Avcilar - Gurpinar 10.7 85.6 152 

140.5  6,043.2 

14.2 12.9 

7 Gurpinar - Kumburgaz 17.6 140.8 171 14.4 21.5 

8 Kumburgaz - Silivri 27.8 222.4 321 14.0 30.2 

9 Camlica - Kurtkoy 22.7 181.6 210 40.3  1,987.2 13.3 14.7 

10 Harem - Bostanci 8.6 68.8 210 31.0  116.0  37.3 137.6 

11 合計 165.9 1341.2 2,216 100.8  8,412.2 12.5 32.6 

(注) 利用客は 2023 年の推計値、NPV の卖位は百万米ﾄﾞﾙである。 

表 8.3.1 ﾒﾄﾛ・ﾊﾞｽ延伸ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ評価総括表 

強いて言えば、第 3 区間のﾎﾞｽﾎﾟﾗｽ橋の

上では一般車との混合交通が予定されて

いるので、混乱の可能性がある、停留所

が狭いので利用客が危険にさらされる可

能性がある、などの諸点に注意する必要

がある。 
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図 8.3.1 ﾒﾄﾛ･ﾊﾞｽの旅客流動予測 
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９． 海上交通計画 

9.1 海運の行方 

ﾏﾙﾏﾗ海とﾎﾞｽﾎﾟﾗｽ海峡の海運は歴史的にも大きな役割

を担ってきた。しかし、20 世紀末からフェリー旅客が急増

したのは、2 本の道路橋の需要が容量を超えたからでも

あった。今後、ﾏﾙﾏﾗｲ、道路ﾄﾝﾈﾙ、鉄道・道路併用の第 3

橋などで欧州とｱｼﾞｱの連絡が強固になると、海運のﾌｪﾘ

ｰ・ｻｰﾋﾞｽは需要を失い、変貌を余儀なくされるであろう。 

図9.1.1は現在の IDOの運行路線であるが、これらの航路

のうち、マルマライの開通によって、欧州側の Eminonu, 

Karakoy, ｱｼﾞｱ側の Uskudar, Harem, Kadikoy とを結ぶ主

要な航路は大きな打撃を蒙ることになる。 

海運の担うべき将来的な役割は次のようになる。 

 ﾎﾞｽﾎﾟﾗｽ・ｸﾙｰｽﾞやﾌﾟﾘﾝｾｽ諸島へのﾙｰﾄのような観光

需要にｻｰﾋﾞｽするもの 

 都市交通ではなく、ﾏﾙﾏﾗ海を横断するような、地域

間交通の旅客ﾌｪﾘｰやｶｰ・ﾌｪﾘｰ 

 地域間ｺﾝﾃﾅｰ輸送 

 次項で述べる、緊急時＇特に地震災害時（の人の避

難や物資補給 

 陸路では不便な地点間を結ぶﾎﾞｽﾎﾟﾗｽ横断ｻｰﾋﾞｽ 

最近、就航した海上ﾀｸｼｰも、ｻｰﾋﾞｽの多様化の事例とし

て注目にあたいする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.2 緊急時の海運 

1999 年の Kocaeli 地震では大きな被害を受けたが、遠くな

い将来ｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙでも大地震の発生が危惧されている。ｲ

ｽﾀﾝﾌﾞｰﾙは東西の幹線道路に乏しいため、TEM と D-100

の高速道路が寸断されると、救援活動や物資輸送は海

上輸送空輸に頼らざるを得なくなる。 

港湾は人々の避難所としても、物資の集積所としても重

要であるが、現在の多くの港では地震によって液状化現

象によって壊滅状態に陥るとの指摘がある。 

緊急時対策として以下の計画作業を通じてﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを形

成し、速やかに実施に移す必要がある。 

 防災拠点港湾の特定と岸壁・ｱｸｾｽ道路・倉庫の耐震

強化事業 

 非常用電源やﾍﾘﾎﾟｰﾄなどﾗｲﾌﾗｲﾝの確保 

 情報の収集・伝達ｼｽﾃﾑの構築 

図 9.2.1 に示す広域防災拠点港と海上輸送基地の 2 段構

えの輸送ｼｽﾃﾑを開発する場合、図 9.2.2 に候補となる港

湾を例示する。これらの港湾の強化計画の立案が急がれ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基幹的広域防災拠点 
(コンテナターミナル) 

海上輸送基地 
(IDO ターミナル) 

内陸部への支援物資補給、 
復興支援機材の搬入など 

国内外からの支援物資 
復興支援機材など 

国内外からの支援物資 
復興支援機材など 

基幹的広域防災拠点 
(コンテナターミナル) 

 

 図 9.2.1 緊急時のロジスティックス 

図 9.1.1 IDO のフェリー・サービス 

 

   旅客フェリー 

     カー・フェリー 
 

図 9.2.2 緊急時拠点港の整備 

凡 例  
基幹的広域防災拠点 

 (コンテナターミナル) 

海上輸送基地 

 (IDO ターミナル) 
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１０． 交通管理計画 

10.1 交通管理計画 

(1) 交通渋滞ワースト３０ 

市の交通管制ｾﾝﾀｰやﾀｸｼｰ会社の情報によって、現在の

交通混雑頻発 30 か所を図 10.1.1 に示すとおり同定した。

うち 13 か所は特定のｽﾎﾟｯﾄであり、17 か所は高速道路ま

たは幹線道路の区間である。 

混雑の原因をさぐると、合流、貧規格の構造、路側抵抗

の 3 つのどれかが、30 か所の混雑誘因になっていること

が判明した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30 か所中、12 か所については、交通管理の手段によって

混雑を緩和できると判断された。それらを表 10.1.1 に示す。

早急に具体的な実施計画を立案の上、適用すること

を提言する。 

現在、ﾎﾞｽﾎﾟﾗｽの二橋ともﾘﾊﾞｰｼﾌﾞﾙ・ﾚｰﾝを実施している。

その逆行車線の進行方向の終点の一般車線に合流する

箇所で混雑が発生している。この終点をもっと先まで移動

して、ｵﾌ・ﾗﾝﾌﾟの分流点の先までﾘﾊﾞｰｼﾌﾞﾙにすれば、こ

の混雑は緩和される。 

(2) 交通管理上の提言 

 信号システムの改善 

現在約 800 基の信号が、制御ｾﾝﾀｰと結

ばれているが、制御ｼｽﾃﾑは分離されて

いる。 

この方式は効率が悪いので、ﾘｱﾙ・ﾀｲﾑ

でｾﾝﾀｰからｺﾝﾋﾟｭｰﾀ制御できる方式に

切り替える。混雑交差点に限って、車両

感知器を設置し、専用回線でｾﾝﾀｰと結

ぶ。 

 交通情報ｼｽﾃﾑの強化 

 違法駐車の取り締まり強化 

 歩行者環境の改善 

 左折専用レーンの設置 

 

(3) 駐車管理 

駐車場設置政策、路側駐車設置基準、

違法駐車取り締まり強化計画、建築許

可基準による駐車場の附置義務化など

を通じて駐車管理を改善する。これは次

項の TDM の一部に繋がる。 

(4) 交通安全 

1996-2001 に世銀の協力を得て全国交

通安全ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが実施されたが、2006 年

の見直しと再施行は行われなかった。こ

の経験を生かして、以下の項目を含むｲ

ｽﾀﾝﾌﾞｰﾙの都市交通安全計画を計画・

施行する。 

 目標、目的の設定 

 政府機関・民間機関の連携 

 交通事故ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの作成と活用 

 事故多発地点の同定と対策 

 学生・一般に対する交通安全教育 

 

番号 地点名 対策 

1 Kadikoy - Hasanpasa  路上の荷捌き駐車のみ許可(15～30 分)  

 違法駐停車の取り締まりの強化 

 歩道の拡幅と整備. 

 駐車場と港湾間のｼｬﾄﾙｻｰﾋﾞｽの提供 

2 Uskudar - Altunizade  ｵﾝ･ﾗﾝﾌﾟの分流点までのﾘﾊﾞｰｼﾌﾞﾙﾚｰﾝの延長(上図参照) 

3 Uskudar – Bulgurlu  ﾗﾝﾄﾞｱﾊﾞｳﾄ交差点の優先信号の設置 

6 Beykoz – Kavacik Koprusu  ｵﾝ･ﾗﾝﾌﾟの分流点までのﾘﾊﾞｰｼﾌﾞﾙﾚｰﾝの延長  

7 Besiktas – Levent Koprusu  ｵﾝ･ﾗﾝﾌﾟの分流点までのﾘﾊﾞｰｼﾌﾞﾙﾚｰﾝの延長 

8 Beyoglu – Taksim Meydani  違法駐車の取り締まり 

 ﾀｸｼｰ乗り場の整備 

 交通規制の取り締まりの強化 

 歩行者の違法道路横断を防ぐためのｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙの整備 

14 Maltepe Minibus Caddesi  中央分離帯の整備  

 路上駐車の禁止/ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

15 D100 Basibuyuk Koprusu 

Maltepe Koprusu Arasi 

 登板車線の整備 

16 D100 Bostanci Koprusu 

Yenisahra Arasi 

 合流ﾚｰﾝの延長 

 ﾊﾞｽ停での違法駐停車の取り締まり 

17 D100 Goztepe Koprusu Mevki  合流ﾚｰﾝの延長 

 

26 Hsim Iscan Gecidi Yusufpasa 

Arasi 

 路上駐車の取り締まり 

 歩行者環境の整備 

 信号ｼｽﾃﾑの改善 

27 Balat Yolu Eyup Sapagi 

Eminonu Arasi 

 •O-1 との交差点の感応式信号機の設置 

 

表 10.1.1  ボトルネック緩和策 

図 10.1.1 混雑頻発区間・地点位置図 
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10.2 需要管理計画＇TDM（ 

(1) 必要性 

「道路整備は自動車交通需要の増加に追いつくことはで

きない」ｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙのみならず、これは世界の大都市が体

験した苦い真理である。「自動車から、公共交通へ」はこ

のﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝのﾃｰｾﾞであるが、鉄道網を張り巡らすだけで

は、自動車需要はそちらに転換しない。 

施設整備の計画方針に沿う方向に需要を近づける政策

手段が必要になる。これにはアメとムチの両面の政策が

要るが、ムチは人々の欲するところではない。したがって、

TDM 政策を実施する場合には、周到な準備と啓蒙活動

が必要になる。 

仮に、ﾋﾟｰｸ時の自動車利用者の 20%が公共交通に転換し

てくれるならば、2023 年の都心部では混雑状況を緩和

＇平均混雑率0.60 を0.51 に（できる。その経済効果は莫大

である。 

現在、世界で行われている TDM 施策をレビューして、ｲｽﾀ

ﾝﾌﾞｰﾙで適用可能と考えられる、混雑税、ﾊﾟｰｸ＆ﾗｲﾄﾞ、駐

車政策、歴史地区の環境改善のためのﾄﾗﾌｨｯｸ・ｾﾙを取

り上げた。 

(2) 混雑税 

渋滞を生み出しているのは自動車の利用者自身であり、

渋滞による外部不経済の原因者は利用者自身である。こ

の観点から、混雑時の自動車ﾕｰｻﾞｰにﾍﾟﾅﾙﾃｨを課して他

のﾙｰﾄまたは他の交通手段への転換を促すとともに交通

財源を涵養する、これが混雑税である。 

現在のｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙで都心部の高速道路利用は無料である。

しかし、TEM と D-100 及び両者の連絡道路が最も混雑の

激しい道路である。ｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙで自動車利用にムチを振る

うとすると、混雑税の名分からしても、課金の容易性から

しても、先ずここからであろう。 

高速道路に 1km 当たり YTL0.25～1.0 までを課金した場合

の年間の歳入と高速道路全体の混雑率の低下傾向を図

10.2.1 に示す。１ｋｍ当たり 1.0YTL にしても高速道路上の

交通量は 20％強しか減尐しないが、歳入額が大きい。

0.5YTL の場合でも、15 年間の総額が約 150 億 YTL＇130

億米ﾄﾞﾙ（で、ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝが必要とする総額の 30％近くを生

み出せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しかし、このような強い政策をとるには、あくまでもｻｰﾋﾞｽ

水準の高い公共交通が整備されていることが前提条件で

ある。鉄道やﾒﾄﾛ・ﾊﾞｽの交通網整備の進捗に合わせて、

混雑税導入の時期を慎重に検討すべきである。 

(3) パーク＆ライド 

鉄道や高速道路バスなどの基幹ﾙｰﾄが郊外部に延伸さ

れたならば、乗用車からのシフトを促進する一環として、

ﾊﾟｰｸ＆ﾗｲﾄﾞ政策を推進すべきである。このためには、停

車駅/停留所の近くに便利で低料金の駐車場を整備する

ことが要になる。 

ﾊﾟｲﾛｯﾄ・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの一つ「ﾒﾄﾛ･ﾊﾞｽを利用したﾊﾟｰｸ＆ﾗｲﾄﾞ」

で行ったｲﾝﾀﾋﾞｭｰ調査では、ﾒﾄﾛ・ﾊﾞｽ利用者の 80％以上

が「速達性」を最も重要視していた。したがって、路線が短

い段階では、ﾊﾟｰｸ＆ﾗｲﾄﾞ旅客は、降車停留所の付近に目

的地がある旅客に限られていた。調査の結果、明らかに

なった計画上の要件は： 

ａ) ﾊﾟｰｸ&ﾗｲﾄﾞ用の駐車場の集客範囲は 4km が限界

である。 

b) 駐車場は駅/停留所から 150m の範囲になければ

ならない。 

c) 駐車場の空き情報、道路の混雑状況について、ｲﾝ

ﾀｰﾈｯﾄで情報ｻｰﾋﾞｽを行うのが望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パーク＆ライド用駐車場事例 

 

写真はｱﾒﾘｶとｵｰｽﾄﾗﾘｱの駐車場の例である。郊外部の駅や駐車

場の周辺に無料または低料金の駐車場が、公共の手で用意されて

いる。ﾜｼﾝﾄﾝのように駐車場の前まで高速ﾊﾞｽが乗り入れるのが

理想的である。 
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図 10.2.1 混雑税の効果と歳入 

(YTL/km) 
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(4) 駐車政策 

駐車政策も TDM の有力な手段になる。すなわち、駐車施

設をｺﾝﾄﾛｰﾙすることにより都心部への流入する自動車

交通を抑制する。例えば、ａ（都心部縁辺部＇フリンジ（に

駐車場を設置しながら都心部の自動車交通を減尐させる

「フリンジパーキング」や、ｂ（都心部の駐車容量を制限す

る交通政策、ｃ（違法駐車の取り締まり強化、ｄ（物流車の

路上荷捌きによる渋滞を軽減するための荷捌き駐車場の

付置義務化などの政策手段がある。 

本調査では、駐車料金をコントロールすることによって、

都心への自動車通勤を抑制し、同時に公共駐車場整備

のための財源を増大させることを狙っている。具体的な方

法としては、長時間＇たとえば 2 時間以上（の路側駐車禁

止、外路駐車における長時間＇たとえば 6 時間以上（の高

料金課金などである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) トラフィック・セル 

イスタンブール市で旧市街地と呼ばれているファーティフ

(Fatih)地区やエミノニュ(Eminonu)地区は UNESCO の世界

遺産に指定されている歴史地区で、歴史的建造物が数多

く存在している。しかし、同時に都心部に位置するために、

深刻な交通渋滞とそれに伴う大気汚染などにより貴重な

歴史的建造物が破壊されつつある。 

本調査では、歴史地区内を自動車交通の制限と誘導路

を導入し「セル＇細胞（」状に仕切り、都心部の歩行環境と

自動車利用の両立を図りつつ、重要な歴史的建造物を保

全し、観光資源価値を高めることで、この地区の地域経

済活性化を目的とした TDM を提案している。 

具体的には、歴史地区内を下記の道路種別毎に分類し、

それぞれ、厳しい規制をおこなって自動車での都心アクセ

スを阻害せず、都心街路の自動車交通をコントロールす

るようにしている。 

 

 

a) 歩行者専用道路＇終日（ 

b) トランジットモール：平日の日中(7:00～20:00)は、バス、

タクシーのみ通行可。但し、荷物の搬出入に限り 7:00

～10:00 及び 14:30～17:30 の通行を認める。 

c) 補助道路 1：終日居住者、サービス車のみ通行可。 

d) 補助道路 2：日中(7:00～20:00)は、居住者、サービス

車のみ通行可。 

e) 主要道路 1：ピーク時(7:00～10:00 及び 14:30～17:30)

は、バス、タクシー、貨物車及び居住者のみ通行可。

また、駐車も 30 分以内に制限される。 

f) 主要道路 2：規制外道路であり、歴史地区内に該当道

路はなく、規制地域の環状道路がこれに該当する。 

 

表 10.2.１ トラフィックセルの通行規制 

     交通手段 

施設 

自
家
用
車 

商
業
車 

居
住
者 

保
有
車 

公
共
交
通 

タ
ク
シ
ー 

貨
物
車 

公
共
車 

歩
行
者 

歩行者専用道路        ○ 

トランジットモール    ○   ○ ○ 

補助道路 1   ○ ○   ○ ○ 

補助道路 2 ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ 

主要道路 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

主要道路 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

また、歴史保存地区における交通政策は、乗り入れ規制

だけでなく様々な交通政策を複合的に実施する必要があ

る。 

a. 居住者専用駐車場の設置 

b. フリンジパーキングの設置 

c. きめ細かなミニバスサービス 

d. 主要道路 2 沿線にフリンジパーキングの設置 

e. ゾーン内の路上駐車禁止 

f. 特に歴史的価値が高く観光資源としても重要な地区

(スィルケジ～グランドバザール)のトランジットモール

整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コルトレイクの駐車政策 
 

海外事例としてベルギーのコルトレイクで実施されている駐車政

策がある。これは、短時間駐車と比べ長時間駐車の駐車料金を

特別に高く設定し、さらに長時間用駐車場を都心中心部でなく都

心環状道路のフリンジに配置することにより、都心部への自動車

流入量の削減を図ると同時に短時間駐車を推進して道路空間の

利用効率を高めている。 

 

 長時間用駐車場 

短時間用駐車場 

 

図 10.2.2 歴史地区のﾄﾗﾌｨｯｸ・ｾﾙ 

主要道路 2 

主要道路 1 

主要道路 1(要改良) 
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１１． 実施計画 

11.1 投資計画 

(1) 投資フレーム 

道路と鉄道の両ｻﾌﾞｾｸﾀｰへの予定投資額は巻末付録の

投資ｽｹｼﾞｭｰﾙに示すとおりであるが、これにその他のｻﾌﾞ

ｾｸﾀｰの想定投資額を加えると、今後１５年間の必要投資

額は表 11.1.1 の通りになる。総投資額は 686 億米ﾄﾞﾙとな

り、可能投資額に想定した 680 億米ﾄﾞﾙにほぼ等しくなっ

ている。 

表 11.1.1 交通部門の投資額＇2009-2023（ 
＇10 億米ﾄﾞﾙ（ 

部門 短期 中期 長期 合計 

道路・橋梁 6.2  5.6  3.6  15.4  

鉄道 10.2  9.3  6.5  26.0  

維持・改良 4.3  5.5  7.1  17.0  

その他 2.6  3.3  4.3  10.2  

合計 23.4  23.8  21.5  68.6  

 

(2) 財源計画 

ｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙ市の財政はこれまでのところは健全である。開

発投資は原則として一般歳入が原資であり、累積債務の

返済と支払金利が予算を圧迫してはいない。 

しかし、686 億米ドルは将来の GRDP の 2.7%であり、過去

の投資実績(1.8%)を 0.9%%上回っている。すなわち、投資

額の約 1/3 は新たな財源に求めなければならない。 

新たな財源として以下の 4 つがある。ａ-c はいずれも交通

投資特定財源として使途を限るべきである。 

ａ（ 混雑税＇10 章 ＴＤＭ参照（ 

ｂ（ 軌道系開発促進基金＇次項参照（ 

ｃ（ ｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙ西部地区都市開発公団 (次項参照) 

ｄ（ 民間投資＇上記 b と c が前提となる（ 

11.2 軌道系開発促進基金 (TDAF) 

(1) 鉄道の収益性 

鉄道ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの収益性は、運賃が 0.2YTL/km の下では

幾つかの例外路線を除くと、高くはない。財務的内部収益

率＇FIRR（は 3％-12%と低めである。 

3 本の採算性の悪い路線を除くと、残りの路線全体では

FIRR は 10.3%である。これを民間資本になじむ 15%以上に

上げるためには、ｺｽﾄを 37%減にすればよい。このｺｽﾄ減

分を政府出資とみなせば、民間側の15%が確保されること

になり、PPP ｽｷｰﾑがﾌｨｰｼﾞﾌﾞﾙになる可能性がある。 

(2) 民間資金活用＇PFI（の可能性 

鉄道プロジェクトのPFIによる実施、とくに民間が全額を投

資する BOT スキームでの実施は困難である。投資額が

大きいのに回収期間が長い、運賃の設定が低い、リスク

が大きいからである。成功事例は皆無に近い。 

 

ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝで最大の資金需要は鉄道ｻﾌﾞｾｸﾀｰである。こ

の部門に民間資金が流れ込む仕組みがないと、ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗ

ﾝの実現は覚束ない。また、案件ごとに条件を検討して民

間ﾌﾟﾛﾎﾟｰﾈﾝﾄと交渉していたのでは、数多い案件をこなす

のが大変である。新しい、包括的な手段が求められる。 

(3) 基金の設立 

軌道系開発促進基金＇TDAF（を立ち上げ、これを運営し

て鉄道の PPP 案件をすべて管理する強力な組織、軌道

系開発公団＇TDA（を IMM の傘下に設置する。 

TDA は PPP 案件を計画し、公募し、許認可を与えるｸﾞﾙｰ

ﾌﾟを選定し、契約する。また、不採算路線について TDAF

を用いて事業存立補填資金を提供する。許認可権を受

けた側は資金調達し、建設し、施設を TDA に許認可期間

ﾘｰｽする。すなわち BLT のｽｷｰﾑに従う。 

鉄道の運営はすべて TDA の契約した傘下の鉄道運営会

社がおこなう。売上は全て TDA に入り、運営会社には実

績に応じて運営費が支払われる。 

かくして全てのリスクは TDA に集中された。このリスクは

原則として国、または IMM によって引き受けられ、ｺﾝｾｯｼ

ｵﾈｱにﾘｰｽ代金の支払い、運営会社に運営費の支払いを

保証する。 

TDA の運営には高度な専門性を必要とする。人材が育つ

まで世界有数の専門家を起用しなければならない。また、

TDAF には政府資金や長期低利の開発資金、できれば

ODA ﾛｰﾝなどを集め、当初 20 億米ﾄﾞﾙ、最終的には 50 億

米ﾄﾞﾙ程度用意する必要がある。 
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図 11.2.1 軌道系開発促進基金のスキーム 
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11.3 ｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙ西部地区都市開発公団 (WIDEC) 

ｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙの土地利用計画は都市核の適正分散配置を

基本理念として都市の過密化を極度に排した理想追求型

の計画であり、これが実現すれば現在の都心部の交通

混雑は大きく緩和されよう。実現への重要な鍵の一つは

「Silivri を中心とした西部地区の都市開発を進めて、これ

によって既成市街地への人口圧力を緩和できるか」であ

る。 

人口圧力を郊外に誘導するには強力な高速鉄道や高速

道路が不可欠である。しかし、郊外に膨大な投資を向け

るには土地利用計画が実現する保証が必要になる。これ

は一種の鶏と卵である。 

民間主導による鉄道や道路の建設によって、郊外部に住

宅都市開発を進めることは可能であろう。しかし、都市核

を形成することは難しい。そこで、政府主導型の開発推進

機関の設置を提案する。仮に西部地区都市開発公団と

呼ぶが、これに民間の利益追求ﾏｲﾝﾄﾞとそのための活力

を注入する。いわゆる第三セクターである。根拠法は 30

年の時限立法でよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これが開発母体となって都市核の開発をはじめ、交通イ

ンフラ、住宅、電力供給、上下水、学校、公園などの都市

施設を、それぞれの所轄政府機関または民間機関との協

調関係の下で推し進める。 

資金はこの機関が推し進める「都市化事業」そのものの

中にある。図 11.3.1 はｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙの現在と将来の地価分

布を比較したものである。西部地区の地価は控えめに見

ても都市化が進んだあとには現在の 25 倍に跳ね上がる。

推定総額 140 億 YTL＇課税評価額ベース（が 3,500 憶 YTL

になる。これによる固定資産税(0.6%)の歳入も膨大になろ

うが、都市行政の費用もまた大きくなる。あくまでも開発資

金は「都市化事業投資」のキャピタル・ゲインに求めるべ

きである。 

西部地区都市開発公団は利益追求事業と公共事業投資

との両方ができるように設計されなければならない。土地

を買い住宅、業務ビル、ショッピング・モールに売却する

「プロフィット部門」とインフラや公園、公益事業への投資

の「コスト部門」の両輪がうまくバランスするように事業計

画を策定する。結果的にこの公団は非営利法人の性格を

帯びる。 

開発利益の一部をインフラ投資に還流するという発想は

古くて新しい。発想は易いが実現は難い。インフラの推進

母体が政府であり、利益追求事業になじまないからであ

る。事業体を第三セクターにするよう提案した所以である。

西部開発をこれから強力に推し進めようというｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙ

の現段階であるからこれが可能である。そして現段階でし

か可能ではないであろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11.3.1 都市化と地価分布 

 

 

出所：JICA 調査団 
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１２． 緊急アクション・プログラム 

12.1 渋滞頻発地点への対策 

交通管理計画＇10-1（において調査地域内の、交通渋滞

ワースト 30 を選び、うち 12 か所について交通管理処方を

示した。これらはいずれも、大きな費用を必用とする訳で

はないし、施工に長い時間が掛る訳ではない。 

従って、所轄部局内で検討して、納得のいくものであれば、

すぐに具体化のための調査、設計、施工を行い、結果を

モニターすることを強く提言する。記述されている方策は

どれも類似箇所に応用の効くものばかりである。したがっ

て、施工前にも十分実査をおこない「前後比較」を可能に

しておくことが重要である。 

12.2 公的ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝへの翻案 

このﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ調査は JICA 調査団と IMM 調査団の共同

調査によるものであり、IMM 幹部職員や大学の教授陣も

参画した。ある点で JICA 調査団とﾄﾙｺ側の意見の対立が

あっても大抵の場合、最終的には、「ﾄﾙｺ側のｺﾝｾﾝｻｽ」に

沿う形を JICA 調査団は重視した。 

しかしながら、それでもなお最終報告書は「JICA 報告書」

としての性格が強い。市の立場では、政治的配慮から明

確には書けないことも断定的に記述している箇所もある。

内容が重点分野に偏っている傾向がある。IMM の公的な

計画であればもっと総花的にならざるを得ないであろう。

こうした点も含め報告書の最終責任は JICA 調査団にあ

る。 

IMM が早急になすべきことは、この報告書を下敷きにして、

ｶｳﾝﾀｰﾊﾟｰﾄの蓄積を活用しつつ、IMM 交通ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝを

作り上げることである。この作業は早いほどいい。人材や

情報が散逸する前、報告書の記述が古くなる前になされ

るべきである。でき上った IMM プランが議会の承認を受け

て公式計画となる。 

12.3 調査・研究 

JICA 調査団は本件ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ調査を実施する過程にお

いて、各種調査の実施や組織・制度上の改善の必要性を

感じた。ここでは、早急に取り行うべき調査・研究について

列記する。 

(1) 物流調査と計画 

本件ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝは家庭訪問調査によるﾊﾟｰｿﾝ・ﾄﾘｯﾌﾟのﾃﾞｰ

ﾀをもとにして組み立てたものであり、基本的に人の交通

を対象にしたものである。物の輸送については部分的に

しか組み込まれていない。IMM/IMP は「物流原卖位とﾊﾝ

ﾄﾞﾌﾞｯｸ作成調査」を開始した。その成果を活用して、物流

面からのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを立案してﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝに入れ込む必要

がある。 

(2) 交通網ｲﾝﾍﾞﾝﾄﾘｰの作成・更新・活用 

このﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ調査で作られ用いられたﾈｯﾄﾜｰｸ現在のと

ころﾄﾙｺで最も新しいものであろう。これを絶えず更新して

計画で使える形に維持しなければならない。さもなければ

早急に古くなり使えなくなる。 

 

 

これはｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙの全ﾓｰﾄﾞの交通網のｲﾝﾍﾞﾝﾄﾘｰを常に

更新することと同義である。これに責任を持つ組織と資金

に加えて、そこにすべてのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ情報と災害による損

壊情報が集まるｼｽﾃﾑの整備が必要になる。 

(3) 交通安全調査と計画 

交通管理計画＇10-1（で触れたが、ｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙには計画に

使えるかたちで交通事故統計が整備されていない。交通

事故ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽを作成して維持更新していく必要がある。

これもまた情報が漏れなく 1 箇所に集中する仕組み作り

である。ﾃﾞｰﾀの蓄積を待って、交通安全ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ調査の

実施を提言する。 

(4) 土地利用誘導政策調査 

この交通計画の下敷きにした市の土地利用計画は理想

的かつ野心的である。毎年、土地利用の変化をﾓﾆﾀｰして、

計画と比較・評価をする機能を市の内部に設けるべきで

ある。この組織を中心に、土地利用の変化を計画の方向

に向けるための政策手段を研究・立案するｸﾞﾙｰﾌﾟを設置

する。 

(5) BOT/PPP 研究 

ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝを実現していく上で、民間資金の参入を求める

機会が多くなるであろう。しかし、市には BOT/PPP の専

門家がいない。中央政府も BOTを安易に考える性向があ

る。BOT/PPP の仕組み、難しさ、民間資本のﾋﾞﾍｲﾋﾞｱ、世

界の事例を理解する専門家を育成する必要がある。この

ための勉強会を発足させたい。 

12.4 組織・制度新設のための準備 

(1) 軌道系開発促進基金の設立にかかわる準備 

PPP を推進するために官側のｶｳﾝﾀｰﾊﾟｰﾄ資金をまかなう

「軌道系開発促進基金＇TDAF（」の設立を提案した。これ

は国家的な仕組みになるであろうし、最終的に必要な基

金の規模も 20 憶米ﾄﾞﾙをこえるであろう。したがって十全

な準備が必要である。まず、市の内部にコアになる準備

委員会を設け、識者を招いて勉強会を開くかたわら、実施

計画を練ることを勧める。 

(2) ｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙ西部地区都市開発公団設立にかか

わる準備 

西部地区の都市開発は目覚ましいものになろう。現在 30

万人の近郊田園地帯が 15 年で 300 万人の大都市になろ

うとしている。土地価格は 25 倍以上に跳ね上がる。この

地価上昇利益の一部がｲﾝﾌﾗ西部に回るならば、道路や

鉄道の建設は容易になる。 

しかし、政府は利潤追求的な事業はできない。そこで、住

宅も含めたｲﾝﾌﾗを整備する事業体を政府の手で設立す

る。民間のﾉｳﾊｳを入れるために民間の参画を得ても良い。

重要なのは、土地の購入、土地開発と販売という利潤追

求行為が許されることである。その利潤はｲﾝﾌﾗ整備に回

るので、結果的には非営利団体となる。このような仕組み

の可能性を研究して、設立の準備をするｸﾞﾙｰﾌﾟを立ち上

げる。 
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